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令和 2年 1 0 月 1 日　第 2 7 4 号

助
成
業
務

令
和
２
年
度
の
交
付
に
つ
い
て

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し

た
感
染
症
対
策
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
４
月
20
日
付
で
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
緊
急
経
済
対

策
」
を
受
け
て
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
「
家
計
が
急
変
し
た
家
庭
の
学
生
に

対
す
る
支
援
」
が
計
上
さ
れ
、
第
一
次
補
正

予
算
が
２
年
４
月
30
日
に
、
第
二
次
補
正
予

算
が
２
年
６
月
12
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
私
立
大
学
等
に
お
い
て
、
学
生

へ
の
救
済
措
置
と
し
て
の
学
費
の
延
納
や
減

免
等
の
支
援
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
感
染
防
止

対
策
、
対
面
授
業
の
実
施
・
開
始
に
向
け
た

準
備
、
大
学
病
院
で
の
感
染
者
受
入
等
へ
の

対
応
に
よ
り
、
例
年
と
は
異
な
る
資
金
需
要

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
の

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
お
い
て
は
、

年
３
回
（
９
月
・
12
月
・
３
月
を
予
定
）
の

資
金
交
付
と
し
、
補
正
予
算
に
よ
る
私
立
大

学
等
授
業
料
減
免
等
支
援
（
特
別
補
助　

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策

分
）
に
つ
い
て
は
、
12
月
で
の
資
金
交
付
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
配

分
方
法
等
に
つ
い
て
、
主
な
変
更
点
等
、
現

段
階
で
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

私
立
大
学
等
授
業
料
減
免
等
支
援�

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
分
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
直
接

的
・
間
接
的
な
影
響
で
、
家
計
が
急
変
し
た

世
帯
の
学
生
に
対
し
て
、授
業
料
減
免
等（
入

学
料
減
免
・
施
設
利
用
料
減
免
・
利
子
負
担

事
業
含
む
）
の
支
援
を
行
っ
た
私
立
大
学
等

に
対
し
て
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
当
該
減

免
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
の
増
額

措
置
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度（
以

下
、「
新
制
度
」
と
い
う
。）
の
対
象
と
な
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
新
制
度
に
よ
り
支
援
を

行
い
ま
す
。

【
要
件
】

　

以
下
の
基
準
を
全
て
満
た
す
場
合
に
、
新

制
度
の
対
象
部
分
を
除
き
、
当
該
補
助
の
対

象
と
し
ま
す
。

①�

国
や
地
方
公
共
団
体
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
収
入

減
少
が
あ
っ
た
者
を
支
援
対
象
と
し
て
実

令
和
２
年
度　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

配
分
方
法
の
主
な
変
更
点
等
に
つ
い
て

施
す
る
公
的
支
援
の
受
給
証
明
書
の
提
出

が
あ
る
こ
と
又
は
、
事
由
発
生
後
の
所
得

が
昨
年
の
所
得
と
比
較
し
１
／
２
以
下
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。

②�

家
計
基
準
は
今
年
の
所
得
見
込
み
（
①
の

後
段
で
算
出
）
が
給
与
所
得
者
の
場
合
は

８
４
１
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
（
給
与
所

得
者
以
外
は
３
５
５
万
円
以
下
）。

③�

事
業
に
係
る
規
程
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
な
お
、
規
程
等
に
は
経
済
的
に
修

学
困
難
な
学
生
の
授
業
料
等
減
免
等
に
係

る
選
考
基
準
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④�

学
内
に
お
い
て
、
選
考
委
員
会
等
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
緊
急
か
つ
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
、
③
及
び
④
の
要
件
を
規
程
等
に
明

記
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
授
業

料
減
免
事
業
等
と
し
て
決
裁
等
の
手
続
き

に
よ
り
措
置
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

【
配
分
方
法
】

　

当
該
事
業
に
係
る
所
要
経
費
の
２
／
３
以

内
の
額
を
増
額
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
額
は
97
億
円
で
す
。

一
般
補
助

【
障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
】

　

障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
具
体
的
配
慮

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
取
組
内
容
・
単
価

を
見
直
す
と
と
も
に
、学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ

に
よ
る
教
育
支
援
活
動
の
実
施
に
該
当
す
る

場
合
に
は
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

（
別
表
１
）。

【令和元年度】
区　　分 金　額

1

基本方針の策定及び情報公開等
（2項目まで各300千円、3項目実施1,200千円）
　a 障害学生支援に関する基本方針・学内規程の整備
　b 教員に対する配慮事項の周知徹底
　c 障害学生への支援に関する情報公開

1,200千円

2
相談員の配置及び自立に対する支援の実施
（aまたはbのいずれかを実施）
　a 相談員の配置
　b 自立に対する支援

800千円

3 入学志願者支援の実施
　（さらに授業等の支援も実施している場合）

500千円
（800千円）

4 外部ヘルパー等による生活支援の実施 800千円
5 施設・設備に関する配慮 400千円
6 学内支援者の育成 400千円

【令和2年度】
区　　分 金　額

1

基本方針の策定及び情報公開等
（２項目まで各300千円、３項目実施1,200千円）
　a 障害学生支援に関する基本方針・学内規程の整備
　b 教員に対する配慮事項の周知徹底
　c 障害学生への支援に関する情報公開

1,200千円

2

相談員の配置及び自立に対する支援の実施
 （a及びbの両方を実施）
　a 相談員の配置
　b 自立に対する支援

800千円

3 授業等の支援の実施
　（さらに入学志願者支援の実施）

500千円
（800千円）

4 外部ヘルパー等による生活支援の実施 800千円
5 施設・設備に関する配慮 300千円

6 学内支援者の育成
（さらに学内ワークスタディによる教育支援活動の実施）

400千円
（500千円）

別表１　障害のある学生への支援（障害のある学生に対する具体的配慮の取組状況について）
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助
成
業
務

特
別
補
助

【
Ⅰ　

�
成
長
力
強
化
に
貢
献
す
る
質
の
高
い

教
育
】

■
１　
地
方
に
貢
献
す
る
大
学
等
へ
の
支
援

　
（
１
）
地
方
の
職
を
支
え
る
人
材
育
成

　

５　

�

地
元
企
業
等
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
実
施
率

　

対
象
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
が

「
前
年
度
内
」
に
実
施
し
た
も
の
か
ら
「
今

年
度
内
」に
実
施
す
る
も
の
に
変
更
し
ま
す
。

■
３　
被
災
地
の
復
興
支
援

　
（
１
）
被
災
地
の
復
興
支
援

　

２　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

　

取
組
み
の
対
象
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
追
加
し
ま
す
。

【
Ⅱ　
社
会
人
の
組
織
的
な
受
入
れ
】

　

取
組
み
の
対
象
と
し
て
、「
履
修
証
明
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
」
を
追
加
し
ま
す
。

【
Ⅳ　
大
学
院
等
の
機
能
の
高
度
化
】

■
１　
大
学
院
に
お
け
る
研
究
の
充
実

　

若
手
研
究
者
及
び
女
性
研
究
者
の
在
籍
率

が
い
ず
れ
も
７
・
５
％
以
上
で
あ
る
場
合
、

新
た
に
調
整
率（
20
％
増
額
）を
適
用
し
ま
す
。

■
３　
研
究
施
設
運
営
支
援

■
４　
大
型
設
備
等
運
営
支
援

　

関
連
す
る
建
物
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
減
額
調
整
（
20
％
減
額
）
を
適
用
し

ま
す
。

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

　
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
の
実
現
に

向
け
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
の
推
進
や
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
研
究
の
社
会
実
装
の
推
進
な
ど
、
特

色
・
強
み
や
役
割
の
明
確
化
・
伸
長
に
向
け

た
改
革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大

学
等
を
重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。
各
タ
イ
プ

の
選
定
予
定
校
数
と
令
和
２
年
度
の
新
規
設

問
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
選
定
予
定
校
数
】

■�

タ
イ
プ
１
「『
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５・０
』
の

実
現
等
に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育
の
展
開
」

�

（
１
１
０
校
程
度
）

　
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
時
代
に
求

め
ら
れ
る
力
を
養
う
、
文
理
横
断
的
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
の
推
進
、
各
専
門
分
野
の
特
性
に
応
じ
た

Ａ
Ｉ
、
数
理
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
等
に
関

す
る
教
育
の
導
入
・
強
化
等
、
新
た
な
時
代

を
生
き
る
学
生
に
対
す
る
教
育
機
能
の
強
化

を
促
進
し
ま
す
。

　

入
学
者
選
抜
体
制
の
充
実
強
化
、
高
等
学

校
教
育
と
大
学
教
育
の
連
携
強
化
等
、
高
大

接
続
改
革
へ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

■�

タ
イ
プ
２
「
特
色
あ
る
高
度
な
研
究
の
展

開
」�

（
50
校
程
度
）

　

社
会
的
要
請
の
高
い
課
題
の
解
決
に
向
け

た
研
究
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
等
に
寄
与

す
る
研
究
や
他
大
学
等
と
連
携
し
た
研
究
な

ど
、
高
度
な
研
究
を
基
軸
と
し
た
特
色
化
・

機
能
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

■
タ
イ
プ
３
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

（
１
６
５
校
程
度
）

　

地
域
と
連
携
し
た
教
育
課
程
の
編
成
や
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
の
推
進
な

ど
、
地
域
の
経
済
・
社
会
、
雇
用
、
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

大
学
間
、
自
治
体
・
産
業
界
等
と
の
連
携

を
進
め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成

を
通
じ
た
大
学
改
革
の
推
進
を
支
援
し
ま
す

（
20
～
40
グ
ル
ー
プ
）。

■
タ
イ
プ
４
「
社
会
実
装
の
推
進
」

（
95
校
程
度
）

　

産
業
連
携
本
部
の
強
化
や
企
業
と
の
共
同

研
究
・
受
託
研
究
、
知
的
財
産
・
技
術
の
実

用
化
・
事
業
化
、
産
業
界
と
連
携
し
た
社
会

実
装
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

【
新
規
設
問
】

■�

タ
イ
プ
１
「『
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５・０
』
の

実
現
等
に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育
の
展
開
」

○
多
面
的
・
総
合
的
評
価
と
連
動
し
た
取
組

　

２
年
度
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
多
面
的
・

総
合
的
な
評
価
と
、
多
様
な
入
学
生
の
能
力

を
入
学
後
に
伸
長
さ
せ
る
取
組
と
の
連
動
を

評
価
し
ま
す
。

○
「
数
学
」「
情
報
」
の
試
験
問
題
を
出
題

　

３
年
度
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
「
数
学
」

又
は
「
情
報
」
を
出
題
す
る
こ
と
を
評
価
し

ま
す
。

○�

分
野
・
学
部
等
横
断
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

実
施

　

分
野
横
断
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
体
制

の
整
備
を
基
に
、
文
理
両
方
を
学
ぶ
構
造
と

な
る
取
組
の
実
施
を
評
価
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

の
第
一
次
交
付
は
、
６
３
３
法
人
８
４
６
校

に
対
し
、
７
４
６
億
９
２
８
０
万
円
を
交
付

し
ま
し
た
（
別
表
２
）。

　

交
付
対
象
費
目
は
、専
任
教
員
等
給
与
費
、

専
任
職
員
給
与
費
（
教
員
、
職
員
と
も
退
職

令
和
２
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

第
一
次
交
付

別表２　令和２年度　第一次交付額

区　　分 法人数 学校数 予算 交付決定額
（資金交付額）

大　　学
法人 校 千円 千円
540 572 － 70,713,152 

短期大学 92 272 － 3,911,426 

高等専門
学　　校 1 2 － 68,222 

合 計 633 846 307,911,938 74,692,800 
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掲
載
の
内
容
は
、
質
問
が
多
か
っ
た
事
項

に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
調
査
票
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
調
査
票
に
係
る

記
入
要
領
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

私
立
大
学
等
授
業
料
減
免
等
支
援�

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
分
）

Ｑ　

給
付
事
業
に
つ
い
て
、
全
員
の
学
生
に

対
し
て
通
信
費
と
し
て
一
定
額
給
付
し
て
い

ま
す
が
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

全
学
生
に
対
す
る
通
信
費
へ
の
一
定
額

給
付
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

給
付
事
業
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
家
計
が
急
変

し
、
経
済
的
に
修
学
困
難
と
な
っ
た
学
生
に

対
し
て
授
業
料
等
（
授
業
料
収
入
、
入
学
金

収
入
、
実
験
実
習
料
収
入
、
施
設
設
備
資
金

収
入
等
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
に
計
上

す
べ
き
収
入
科
目
の
範
囲
内
）を
減
免
す
る
、

ま
た
は
授
業
料
等
に
対
応
す
る
奨
学
金
等
を

支
給
す
る
事
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

公
的
支
援
を
受
け
る
見
込
み
で
す
が
、

証
明
書
の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
等
の
理
由

で
期
限
ま
で
に
公
的
支
援
の
証
明
書
を
提
出

で
き
な
い
学
生
が
い
る
場
合
、
一
時
的
に
個

別
に
申
立
書
等
で
代
替
し
、
後
か
ら
提
出
さ

せ
る
等
の
対
応
を
取
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

Ａ　

可
能
で
す
。
学
生
の
個
別
の
事
情
を
考

慮
し
て
柔
軟
に
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

本
学
で
の
授
業
料
等
減
免
の
制
度
で

は
、
科
目
等
履
修
生
・
研
究
生
・
聴
講
生
も

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

科
目
等
履
修
生
・
研
究
生
・
聴
講
生
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

特
別
補
助

【
Ⅳ　
大
学
院
等
の
機
能
の
高
度
化
】

■
１ 

大
学
院
に
お
け
る
研
究
の
充
実

（
共
通
事
項
）

Ｑ　

紀
要
等
の
作
成
に
つ
い
て
、
紀
要
は
毎

年
作
成
し
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
紀
要
の
内
容
を
冊
子
と
し
て
印
刷

製
本
せ
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
要
件
に
該
当
し
ま
す
か
。

Ａ　

規
程
や
取
扱
要
領
等
で
「
隔
年
度
に
作

成
」
等
と
定
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
毎
年�

度
紀
要
を
作
成
し
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
紀
要
の
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
し
て
い
る
場
合
で
も
、
要
件
に
該
当

し
ま
す
。
必
ず
し
も
冊
子
と
し
て
印
刷
製
本

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
若
手
研
究
者
支
援
の
取
組
み
）

Ｑ　
「
シ
ニ
ア
教
員
か
ら
若
手
研
究
者
へ
の

任
期
な
し
ポ
ス
ト
振
替
」
に
つ
い
て
、
シ
ニ

ア
教
員
に
該
当
す
る
者
が
、
今
年
度
、
任
期

な
し
か
ら
任
期
付
へ
雇
用
形
態
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
若
手
研
究
者
確
保
の

観
点
か
ら
40
歳
未
満
の
者
を
新
規
で
任
期
な

し
教
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
が
、
ポ
ス
ト

振
替
と
し
て
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ポ
ス
ト
振
替
の

対
象
と
な
る
若
手
教
員
は
、
振
替
前
に
当
該

学
校
法
人
に
お
い
て
任
期
付
教
員
と
し
て
在

籍
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
規
採
用
の

場
合
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
女
性
研
究
者
支
援
の
取
組
み
）

Ｑ　
「
研
究
と
出
産
・
育
児
等
と
の
両
立
の

た
め
の
柔
軟
な
勤
務
体
制
の
構
築
」
に
つ
い

て
、
本
学
は
育
児
・
介
護
休
業
法
の
基
準
よ

り
さ
ら
に
柔
軟
な
勤
務
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
当
該
制
度
は
女
性
研
究
者

に
限
っ
た
体
制
で
は
な
く
、
男
性
・
女
性
、

教
職
員
の
別
を
問
わ
ず
利
用
で
き
ま
す
。
女

性
研
究
者
だ
け
が
利
用
で
き
る
体
制
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

女
性
研
究
者
が
利
用
で
き
る
体
制
で
あ

れ
ば
、
男
性
・
女
性
両
方
の
教
職
員
が
利
用�

で
き
る
制
度
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

一
般
補
助

補
助
金
第
一
係　

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　

７
３
０
０
～
７
３
０
２
・
７
３
１
３

補
助
金
第
二
係

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　

７
３
０
６
～
７
３
０
８
・
７
３
１
４

特
別
補
助

特
別
補
助
第
一
係　

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　

７
３
０
３
～
７
３
０
５

特
別
補
助
第
二
係

☎
０
３
（
３
２
３
０
）

　
　

７
３
０
９
～
７
３
１
１

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ

学
校
法
人
か
ら
補
助
金
課
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す

金
財
団
掛
金
補
助
を
含
む
）、
非
常
勤
教
員

給
与
費
、
教
育
研
究
経
常
費
、
厚
生
補
導
費

の
５
費
目
で
、
元
年
５
月
１
日
現
在
の
専
任

教
職
員
数
、学
生
数
等
を
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
以
降
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

２
年
度
の
学
生
数
等
を
基
礎
と
し
て
算
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
教

職
員
福
利
厚
生
費
、
研
究
旅
費
、
認
証
評
価

経
費
、
改
革
総
合
支
援
事
業
及
び
特
別
補
助�

に
つ
い
て
は
次
回
以
降
に
交
付
す
る
予
定
で
す
。
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―
―
研
究
者
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

物
心
つ
い
た
頃
に
親
族
の
死
に
直
面
し

て
、
現
代
の
医
療
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、「
我
々
の
生
体
に
は
ど
の
よ

う
な
し
く
み
が
備
わ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち

始
め
ま
し
た
。
大
学
３
年
生
で
研
究
室
に
所

属
し
て
、免
疫
に
関
わ
る
基
礎
研
究
を
始
め
、

研
究
の
発
展
に
よ
っ
て
新
た
な
種
を
発
見
で

き
る
こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
、
研
究
者
に
な

ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学

院
の
博
士
課
程
に
進
み
、
細
胞
膜
を
構
成
す

る
脂
質
と
タ
ン
パ
ク
質
が
相
互
作
用
し
て
作

ら
れ
る
脂
質
ラ
フ
ト
と
も
呼
ば
れ
る
膜
マ
イ�

ク
ロ
ド
メ
イ
ン
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　

私
は
、
貪
食
細
胞
が
「
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質

の
マ
イ
ク
ロ
ド
メ
イ
ン
」
を
介
し
て
抗
酸
菌

の
殺
菌
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
病
原
性
抗
酸

菌
が
そ
の
し
く
み
を
阻
害
し
感
染
す
る
こ
と

か
ら
、
病
原
性
抗
酸
菌
が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

の
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
代
謝
を
乗
っ
取
る
こ
と

で
、マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
よ
る
「
食
胞
成
熟
」

と
「
抗
原
提
示
」
か
ら
逃
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

抗
原
提
示
機
構
に
お
け
る
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質

の
役
割
が
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
病
原
性

抗
酸
菌
に
よ
る
「
抗
原
提
示
」
阻
害
が
ど
の

よ
う
な
し
く
み
で
起
き
る
の
か
と
い
う
点
も

不
明
で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、「
抗
原
提
示
」
に
お
け
る

ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
と
そ
の
代
謝
産
物
の
役
割

に
つ
い
て
研
究
を
展
開
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。「
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
貪
食
か
ら
抗
原
提

示
に
至
る
ど
の
過
程
に
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
や

そ
の
代
謝
産
物
が
関
与
し
て
い
る
か
」、「
病

原
性
抗
酸
菌
が
標
的
と
す
る
分
子
は
何
か
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
病
原
性
抗
酸
菌

が
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
「
食
胞
成
熟
」
を
阻

害
し
細
胞
内
に
寄
生
す
る
し
く
み
や
、「
抗

原
提
示
」
を
阻
害
す
る
し
く
み
の
全
容
を
解

明
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
は
、
自
ら
の

研
究
を
通
じ
て
社
会
に
役
立
つ
、
未
来
を
創

る
人
財
の
育
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
創
設
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
社

会
に
役
立
つ
か
、展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
は
、
非
結
核
性
抗
酸
菌
感
染
症
が

急
増
し
て
お
り
、
感
染
者
数
は
世
界
最
多
と

も
言
わ
れ
、
多
剤
耐
性
結
核
も
併
せ
て
、
そ

の
対
応
策
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、耐
性
菌
が
生
ま
れ
に
く
い
、

新
た
な
抗
酸
菌
感
染
症
治
療
薬
の
開
発
へ
、

本
研
究
課
題
の
遂
行
に
よ
っ
て
貢
献
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ト
貪
食
細
胞

は
、
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質
を
利
用
し
た
自
然

免
疫
応
答
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

研
究
課
題
に
よ
り
得
ら
れ
る
結
果
や
、
そ
の

た
め
の
手
法
開
発
は
、
他
の
感
染
症
の
新
た

な
創
薬
研
究
に
向
け
た
シ
ー
ズ
の
発
見
に
も

活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質
の
研
究
分
野

の
世
界
で
活
躍
で
き
る
研
究
者
や
教
育
者
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
本
奨
励
金
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
寄

付
企
業
、
寄
付
者
の
皆
様
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
研
究
課
題
に
対
し
て
、
ご
理
解
、
ご
期

待
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
奨
励
金
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
だ
研
究
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
病
原
性
抗
酸
菌
感
染
症
の
治
療

や
予
防
に
役
立
つ
成
果
を
上
げ
る
こ
と
で
、

社
会
へ
の
還
元
が
一
日
で
も
早
く
で
き
ま
す

よ
う
、
一
層
気
を
引
き
締
め
て
、
研
究
を
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
６
・
７
３
１
９

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

　

現
在
、
食
細
胞
で
あ
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

に
着
目
し
て
、
細
胞
膜
に
も
含
ま
れ
る
脂
質

分
子
で
あ
る
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
の
自
然
免
疫

応
答
と
抗
原
提
示
に
お
け
る
機
能
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
本
研
究
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
に

私
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
や
研
究
し
て
き
た

こ
と
と
繋
が
り
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

―
―
本
奨
励
金
は
、
既
成
概
念
や
応
募
者

の
研
究
業
績
に
と
ら
わ
れ
ず
、
特
色
あ
る
独

創
的
な
研
究
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究

に
ど
の
よ
う
な
特
色
や
独
創
性
が
あ
る
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
血
液
に
含
ま
れ
る
好
中
球
や
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
の
貪ど

ん

食し
ょ
く

細
胞
は
、
体
に

侵
入
し
た
微
生
物
を
取
り
込
み
、
殺
菌
し
ま

す
。菌
を
取
り
込
ん
だ
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
、

殺
菌
す
る
と
と
も
に
、
リ
ン
パ
球
に
菌
を
食

べ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
「
抗
原
提
示
」
を
行

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
結
核
菌
に
代
表
さ
れ
る
病
原

性
抗
酸
菌
は
、殺
菌
に
必
要
な
「
食
胞
成
熟
」

や
「
抗
原
提
示
」
を
阻
害
す
る
こ
と
で
私
達

の
免
疫
機
構
か
ら
逃
れ
、
私
た
ち
に
感
染
、

寄
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
受
賞
者
の
声

　

私
学
事
業
団
で
は
、私
立
大
学
の
教
育
・
研
究
の
未
来
を
担
う
人
財
の
育
成
を
目
的
と
し
た「
若
手
・

女
性
研
究
者
奨
励
金
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
今
年
度
「
病
原
性
抗
酸
菌
に
よ
る
抗
原

提
示
抑
制
機
構
の
解
明
―
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質
代
謝
網
に
着
目
し
た
抗
原
提
示
抑
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
」

で
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
を
受
賞
し
た
、
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
環
境
医
学
研
究
所
ポ

ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の
花
房
慶
先
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

花房慶先生……免疫機能や神経機能
に関する研究を行ってきた。脂質ド
メインが重要な役割を持っているこ
とを学び、現在は、マクロファージ
におけるスフィンゴ脂質のマイクロ
ドメインに着目して研究をしている。
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魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連 載 �
「
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
教
育
及
び
保
育
の
歩
み
」

学
校
法
人
　
広
島
聖
公
会
学
園
　
前
理
事
長
　
廣
瀨
　
裕

●
は
じ
め
に

　

こ
の
コ
ラ
ム
は
、
学
校
法
人
広
島
聖
公
会

学
園
の
沿
革
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
・
保
育
方

針
や
そ
の
活
動
、
認
定
こ
ど
も
園
化
を
前
提

と
し
て
、
園
舎
の
改
築
を
し
た
背
景
及
び
地

域
と
の
交
流
内
容
な
ど
を
、
主
と
し
て
聖
モ

ニ
カ
幼
稚
園
の
取
り
組
み
を
例
に
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

　

近
年
の
幼
児
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
現
場
と
し
て
は
多
様
化
す

る
保
育
形
態
を
踏
ま
え
て
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
基
づ
く
教
育
及
び
保
育
を
実
践
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

き
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
幼
稚
園
を
目
指
す
」
我
々

の
取
り
組
み
を
紹
介
で
き
る
の
は
、
嬉
し
い

こ
と
で
す
。

●
沿
革

　

本
学
園
に
は
、
姉
妹
園
の
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
「
栄
光
こ
ど
も
園
」
と
幼
稚
園

型
認
定
こ
ど
も
園
「
聖
モ
ニ
カ
幼
稚
園
」
の

二
園
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
日
本
聖
公
会

広
島
復
活
教
会
付
属
の
宗
教
法
人
立
と
し
て

開
園
し
、
２
０
０
４
年
の
学
校
法
人
広
島
聖

公
会
学
園
へ
の
改
組
を
経
て
、
キ
リ
ス
ト
教

精
神
に
基
づ
く
幼
児
教
育
及
び
保
育
の
歩
み

朽
化
対
策
と
耐
震
性
向
上
、
そ
し
て
将
来
の

運
営
を
見
据
え
て
、
２
０
１
３
年
の
栄
光
こ

ど
も
園
に
続
き
、
２
０
１
９
年
に
礼
拝
堂
と�

併
せ
て
、
聖
モ
ニ
カ
幼
稚
園
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
の
園
舎
へ
と
改
築
を
行
い
ま
し
た
。

●
本
園
を
取
り
巻
く
状
況
と
運
営
形
態

　

１
０
０
年
近
く
の
耐
久
性
が
見
込
め
る
園

舎
を
造
る
に
当
た
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

園
の
在
り
方
や
運
営
計
画
も
考
え
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
少
子
化
の
状
況
は
広
島
市
の
場
合
、
就

学
前
幼
児
の
数
は
２
０
１
５
～
２
０
１
９
年

の
間
で
年
率
１
・
95
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
度
の
子
育
て
支

援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
就
学
前
幼

児
の
母
親
の
６
割
の
方
が
「
フ
ル
タ
イ
ム
又

は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
就
業
中
」
と

回
答
し
ま
し
た
。
そ
し
て
就
業
し
て
い
な
い

母
親
の
７
割
以
上
が
、「
一
番
下
の
子
ど
も

が
一
定
年
齢
に
な
っ
た
ら
就
労
し
た
い
」
で

し
た
。
さ
ら
に
広
島
県
の
「
小
学
１
年
生
児

童
数
に
対
す
る
幼
稚
園
終
了
者
数
の
比
率
」

は
、保
育
園
終
了
者
よ
り
少
な
く
、２
０
１
７

年
度
に
は
40
％
近
く
ま
で
に
低
下
し
て
い
ま

し
た
。

　

少
子
化
と
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が

増
加
し
て
い
る
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、「
今

後
の
存
続
」
と
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
園
の

在
り
方
」に
つ
い
て
教
職
員
と
協
議
を
重
ね
、

運
営
形
態
を
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
変
更
す

る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
近
く
に
保
育
園
が

あ
る
こ
と
と
、敷
地
面
積
の
制
約
も
考
慮
し
、

栄
光
こ
ど
も
園
と
は
異
な
り
３
～
５
歳
の
幼

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

聖
モ
ニ
カ
幼
稚
園
は
１
９
４
９
年
、
戦
後

の
混
乱
期
、
幼
児
教
育
再
開
が
求
め
ら
れ
る

中
、
西
区
井
口
明
神
浜
に
設
立
さ
れ
、
礼
拝

堂
が
あ
り
、
愛
と
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
イ

ギ
リ
ス
人
婦
人
宣
教
師
の
い
る
幼
稚
園
と
し

て
、地
域
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

20
年
後
の
１
９
６
９
年
に
は
、
車
の
往
来
を

避
け
、
閑
静
な
住
宅
地
西
区
井
口
鈴
が
台
に

移
転
し
ま
し
た
。
親
子
二
世
代
に
わ
た
っ
て

通
園
す
る
方
も
多
く
、
地
域
社
会
と
密
着
し

た
園
と
し
て
さ
ら
に
50
年
の
歴
史
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
愛
さ
れ
て
き
た
木
造
園
舎
の
老

児
を
受
け
入
れ
る
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園

を
選
択
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
満
３
歳
児

ク
ラ
ス
も
新
設
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育
に
向
け
て

　

人
の
一
生
は
、
生
物
と
し
て
こ
の
世
に
生

を
受
け
、
体
験
や
経
験
、
学
習
を
繰
り
返
し

社
会
的
生
活
者
と
し
て
個
々
人
の
任
務
を
遂

行
し
、
生
涯
を
全
う
す
る
の
で
す
が
、
特
に

そ
の
幼
児
期
の
過
ご
し
方
が
、
そ
の
後
の
人�

生
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
人
生
の
方
向
付
け
を
す
る
と

も
言
え
る
役
割
を
担
う
の
が
幼
児
教
育
及
び

保
育
で
、
文
部
科
学
省
は
そ
れ
を
、「
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
や
経
験
を
と
お
し
て
、
生
涯
に

わ
た
る
学
習
意
欲
や
学
習
態
度
の
基
礎
と
な

る
好
奇
心
や
探
求
心
を
育
み
、
人
間
と
し
て

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う

役
割
を
担
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

礼拝堂のある幼稚園

祈りの中で神さまに会う
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知
識
や
技
術
な
ど
は
、
学
校
教
育
や
社
会

人
と
な
っ
て
も
習
得
で
き
、
か
つ
先
人
が
開

発
し
た
成
果
を
文
明
の
形
と
し
て
引
き
継
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
す
。
身
体
に
つ
い
て
は
、
年

齢
に
応
じ
た
鍛
錬
が
必
要
で
す
が
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
成
長
す
る
力
を
備
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
の
発
達
は
、
本
能
的
な
も
の
は

別
と
し
て
、
白
紙
の
状
態
か
ら
出
発
し
、
自

ら
形
成
し
て
い
く
し
か
な
い
も
の
で
す
。
歳

を
重
ね
て
い
く
過
程
で
、
先
人
の
残
し
た
も

の
は
書
籍
な
ど
で
知
識
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
成
果
を
そ
の
ま
ま
自
ら
の
も

の
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

学
習
意
欲
や
好
奇
心
、
探
求
心
を
育
む
こ
と

は
勿
論
、
自
ら
を
肯
定
し
、
他
者
に
対
す
る

信
頼
感
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
、
人
生
を

生
き
る
意
欲
と
力
を
身
に
付
け
る
の
は
、
幼

児
期
の
教
育
や
体
験
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
や
都
市
化
、
そ
し
て
働
き
方
改
革

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

廣
瀨　

裕　

平
成
29
年
６
月
か
ら
令
和

２
年
７
月
ま
で
理
事
長
在
任

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
や
地
域
で

他
者
や
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
持
ち
に
く

く
な
っ
て
お
り
、
こ
ど
も
園
が
果
た
す
役
割

は
、
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

本
園
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
教
育

及
び
保
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本

は
、
子
ど
も
た
ち
が
聖
書
を
と
お
し
て
神
が

身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
親
や
保

育
者
の
温
か
な
愛
情
を
受
け
る
こ
と
を
と
お

し
て
神
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ

の
安
心
を
と
お
し
て
自
己
を
肯
定
す
る
こ
と

が
で
き
、
他
者
を
受
け
入
れ
、
感
謝
の
心
を

持
っ
て
良
き
隣
人
と
し
て
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
な
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
加

え
て
、
保
育
実
践
の
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
目
線
に
立
っ
て
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
て
く
れ
る
地
域
社
会
と
の
連
携
も
重
視

し
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
、
園
行
事
へ
の

招
待
な
ど
を
と
お
し
て
交
流
と
地
域
貢
献
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
考
え
は
、
広
島
聖
公
会
学
園
の

基
本
理
念
と
し
て
ま
と
め
、
両
園
の
教
育
方

針
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
社
会

と
の
連
携
を
密
に
し
、
各
園
の
特
徴
を
生
か

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
囲
か
ら
の
教
育
・
保

育
活
動
に
対
す
る
理
解
と
支
援
を
得
て
き
ま

し
た
。

●
聖
モ
ニ
カ
幼
稚
園
で
の
取
り
組
み

　

聖
モ
ニ
カ
幼
稚
園
で
は
「
見
え
な
い
も
の

の
中
に
あ
る
大
切
な
も
の
に
気
づ
け
る
子
ど

も
を
育
む
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
祈
り
を

と
お
し
て
、目
に
見
え
な
い「
神
の
愛
、恵
み
、

赦
し
」
に
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
保
育
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
親
と
保
育
者
の
愛

の
中
で
、
子
ど
も
自
ら
が
自
分
の
し
た
い
遊

び
を
決
め
て
、
存
分
に
楽
し
む
こ
と
で
、
子

ど
も
の
心
が
満
た
さ
れ
成
長
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
の
中
で
、
自
主

性
や
自
発
性
を
養
い
、
友
達
と
の
交
わ
り
や

ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
、
他
者
の
気
持
ち
に
気

づ
き
、
互
い
に
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
人

間
関
係
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
小
さ
な

社
会
で
す
が
、
ル
ー
ル
や
秩
序
の
必
要
性
を

知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
ま

り
ま
す
。
自
発
的
な
行
動
は
、
好
奇
心
や
探

求
心
を
芽
生
え
さ
せ
、
知
力
・
体
力
・
思
考

力
・
想
像
力
及
び
創
造
力
を
養
い
ま
す
。
自

ら
心
と
体
を
と
お
し
て
感
じ
、
ま
た
経
験
す

る
こ
と
で
、秘
め
て
い
る
能
力
が
刺
激
さ
れ
、

開
花
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
の
集
い
は
、
会
話
を
通
し

て
、
他
者
の
話
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
思
い

を
伝
え
、
み
ん
な
が
同
じ
考
え
で
な
い
こ
と

を
知
り
、
人
格
の
違
い
に
気
づ
き
、
お
互
い

を
認
め
合
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
、
年
長
児
が
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
の
お
世
話
を
し
た
り
、
年
少
児
が
、
年
長

児
を
頼
っ
た
り
と
異
年
齢
児
と
の
交
流
も
盛

ん
で
、
こ
の
こ
と
も
他
者
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
る
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
術
館
で
の
名
画
鑑
賞
や
、
伝
統

文
化
の
茶
道
な
ど
本
物
に
触
れ
る
体
験
、
平

和
を
テ
ー
マ
と
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
感
性

を
育
む
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。
心
を
動
か

し
、
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
違
い

を
認
め
合
い
、
と
も
に
育
ち
合
う
教
育
は
、

小
学
校
の
先
生
や
保
護
者
の
方
か
ら
、「
無

の
状
況
で
も
楽
し
む
す
べ
を
知
っ
て
い
る
」

「
指
示
待
ち
の
子
ど
も
が
少
な
い
」、「
思
い

や
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
、
こ
れ

ら
の
保
育
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

社
会
が
変
化
す
る
中
で
教
育
・
保
育
の
役

割
も
変
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、「
基
本
は
こ
れ
か
ら
先
も
子
ど
も
た

ち
が
人
生
を
生
き
る
意
欲
と
力
の
基
礎
を
培

う
役
割
を
果
た
す
こ
と
」
と
信
じ
、
キ
リ
ス

ト
教
精
神
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
社
会

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
大
切
に
し

て
、
と
も
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
同
様
、
教
職
員
の
働
く
環

境
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
に
対
応

す
る
「
働
き
や
す
く
、
か
つ
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
作
り
」
が
本
学
園
の
教
育
・
保
育
を

支
え
る
も
う
一
つ
の
柱
と
認
識
し
、
さ
ら
な

る
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

お互いを知るつどいの時
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助
成
業
務

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
基
づ
く

授
業
料
等
減
免
費
交
付
金
の
交
付
業
務
に
つ
い
て
　

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
高
等
教
育
の
修
学

支
援
新
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
私
学
事
業
団

で
は
新
た
に
助
成
部
内
に
修
学
支
援
課
を
設

置
し
、
授
業
料
等
減
免
費
交
付
金
の
交
付
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
（
下
図
参
照
）。

　

授
業
料
等
減
免
費
交
付
金
と
は
、「
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」
と
し
て
、
大
学

等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
令
和
元
年
法
律
第
８
号
。
以
下
「
修
学
支

援
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
、
私
立
大
学
、

私
立
短
期
大
学
及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
が

実
施
す
る
授
業
料
等
の
減
免
に
要
す
る
費
用

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、
修
学
支
援
法
に
基
づ
き

機
関
要
件
の
確
認
を
受
け
た
大
学
等
か
ら
交

付
申
請
さ
れ
た
授
業
料
等
の
減
免
に
要
す
る

費
用
を
交
付
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
交

付
を
国
か
ら
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、

大
学
等
へ
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
料
等
減
免
費
交
付
金
の
交
付
は
、
年

２
回
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
１
回

目
の
交
付
の
申
請
は
６
月
12
日
に
締
め
切

り
、
７
月
10
日
に
交
付
決
定
通
知
を
学
校
法

人
へ
送
付
し
、
資
金
交
付
を
８
月
28
日
に
行

い
ま
し
た
。

　

該
当
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
で
お
忙
し

い
と
こ
ろ
、
申
請
業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
手
続
き
は
、
第
２
回
目
の
申
請
と

し
て
変
更
交
付
申
請
書
を
10
月
末
ま
で
に
ご

提
出
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
変
更
交
付
決

定
は
12
月
、
資
金
交
付
は
３
年
１
月
末
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
変
更
交
付
申
請
の
際
に
は
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
交
付
申
請
時
に
は
、
大
学
等
の
特

待
制
度
を
適
用
し
た
授
業
料
等
の
金
額
を
学

則
で
確
認
で
き
な
い
例
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
学
則
で
確
認
で
き
な
い
場
合
に

は
、
別
途
、
特
待
制
度
の
規
程
等
で
金
額
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

学
則
に
加
え
規
程
等
の
根
拠
資
料
の
提
出
も

お
願
い
し
ま
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、
学
生
の
個
人
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
資
料
の

ご
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
学
生
の
個
人
名
等

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

第
２
回
目
の
変
更
交
付
申
請
書
及
び
注
意

点
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
事
業
団
の
電
子

窓
口
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
確
認
の
う
え
、

申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
料
等
減
免
費
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
国
の
検
査
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
書
類
と
併
せ
て
根
拠
資
料
の
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

修
学
支
援
課

☎
０
３
（
３
２
３
０
）
７
３
２
８

E
メ
ー
ル　

shuugaku@
shigaku.go.jp

図　高等教育の修学支援新制度の事務の流れ

⑥ 学生が支援対象
　 であるか確認

④ 支援対象
　 の認定⑦ ⑥の情報提供⑪ 資金の交付

⑩ 交付申請

⑨ 交付申請

⑫ 資金の交付

③ 支援の申込

⑤ 支援対象になった
　 旨の連絡

⑧ 授業料等の減免

文部科学省

私立大学等

日本学生支援機構
（JASSO)

私学事業団 学 生

① 機関要件の
　 確認申請

② 機関要件の
　 確認・公表
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共
済
業
務

令
和
２
年
10
月
か
ら
の
基
準
利
率
及
び

年
金
現
価
率
（
退
職
等
年
金
給
付
）

企
画
室

退
職
等
年
金
給
付
と
は

　

退
職
等
年
金
給
付
は
、
加
入
者
と
学
校
法

人
等
が
折
半
で
掛
金
を
負
担
す
る
積
立
方
式

の
年
金
制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
退
職
等
年
金
給
付
掛
金
を

負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
た
財

源
と
こ
れ
に
対
す
る
毎
月
の
利
子
（
基
準
利

率
に
基
づ
く
複
利
）
を
原
資
（
※
１
）
と
し
、

そ
の
原
資
と
年
金
現
価
率
（
※
２
）
に
基
づ

き
年
金
額
が
決
め
ら
れ
ま
す
（
図　

退
職
等

年
金
給
付
の
運
営
イ
メ
ー
ジ　

参
照
）。

※
１�　

原
資
（
給
付
算
定
基
礎
額
）
の
半
分

を
終
身
退
職
年
金
算
定
基
礎
額
、
半
分

を
有
期
退
職
年
金
算
定
基
礎
額
と
い
い

ま
す
。

※
２�　

給
付
算
定
基
礎
額
を
１
年
分
の
年
金

額
に
換
算
す
る
た
め
の
率
で
、
終
身
年

金
現
価
率
と
有
期
年
金
現
価
率
が
あ
り

ま
す
。

基
準
利
率
等
の
設
定
方
法

　

毎
年
10
月
か
ら
適
用
す
る
基
準
利
率
は
、

そ
の
年
の
９
月
30
日
ま
で
に
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
国
債
の
利
回
り
（
10

年
国
債
応
募
者
平
均
利
回
り
の
直
近
１
年
間

又
は
５
年
間
の
平
均
の
い
ず
れ
か
低
い
率
）

を
基
礎
と
し
て
、
積
立
金
の
運
用
の
状
況
及

び
そ
の
見
通
し
並
び
に
国
家
公
務
員
共
済
組

合
の
基
準
利
率
を
勘
案
し
て
設
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
現
価
率
は
、
基
準
利
率
や
死

亡
率
等
を
勘
案
し
、
設
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
10
月
か
ら
の�

基
準
利
率
は
０
％

　

２
年
10
月
か
ら
適
用
す
る
基
準
利
率
は
、

基
礎
と
な
る
国
債
の
利
回
り
が
マ
イ
ナ
ス

０
・
１
０
３
１
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
０
・
06
％
か
ら
０
％
に
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
準
利
率
の
見
直
し
に
伴
い
、
年

金
現
価
率
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
準
利
率
と
年
金
現
価
率
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
年
金
等

給
付
▼
年
金
等
給
付
の
概
要
▼
退
職
等
年
金

給
付
〕
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●�

見
直
し
後
の
年
金
現
価
率
に
よ
る
２
年
10

月
か
ら
の
退
職
年
金
の
額
は
、
対
象
者
宛

て
に
改
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
は
、ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー（
資

産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
）と
し
て
、

令
和
２
年
３
月
24
日
に
改
訂
さ
れ
た
日
本
版

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
※
１
）

の
受
け
入
れ
を
表
明
し
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
（
※
２
）
を
果
た
す
た
め
の
方

針
」
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
年

金
資
産
の
運
用
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
株
主
議
決
権
の
行
使
結
果
や
運
用

受
託
機
関
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
な
ど
の
本
事

業
団
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
を
、
３
年
２
月
に
公
表
す
る
予
定

で
す
。

※
１�　

機
関
投
資
家
が
、
受
益
者
（
本
事
業

団
の
場
合
は
加
入
者
）
と
投
資
先
企
業

の
双
方
を
視
野
に
入
れ
、「
責
任
あ
る

機
関
投
資
家
」
と
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
に
当
た
り
、
有

用
と
考
え
ら
れ
る
諸
原
則
を
定
め
た
も

の
で
す
。

※
２�　

投
資
先
の
企
業
や
そ
の
事
業
環
境
等

に
関
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
く
建
設
的

な
「
目
的
を
持
っ
た
対
話
」
な
ど
を
通

じ
て
、
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の
向
上

や
持
続
的
成
長
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、

受
益
者
（
加
入
者
）
の
中
長
期
的
な
投

資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
責
任
の
こ

と
で
す
。

改
訂
版「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ・

コ
ー
ド
」を
受
け
入
れ
ま
し
た資

産
運
用
部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付与額 

÷有期年金現価率（毎年10月に変更）

 

 

加入 ▲65 歳（事由発生） 退職 

 

  
 

2分の1

2分の1

 

 

1 年目

 

  

･･･

･･･

20 年 

（10 年） 

終身

付与額

2 年目 3 年目 ･･･加入者期間 

◎R 2. 10～R 3. 9 0.00％
　R元. 10～R 2. 9 0.06％
　H30. 10～R元. 9 0.06％
　H29. 10～H30. 9 0.00％
　H28. 10～H29. 9 0.32％
　H27. 10～H28. 9 0.48％

基準利率（毎年10月に変更）

÷終身年金現価率（毎年10月に変更） 

利子 

図　退職等年金給付の運営イメージ
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共
済
業
務

●
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
の
皆
様
に
、

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
身
近
に
、

便
利
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
向
け
て
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
利
用
者
の
皆
様
の
要
望
を
反
映

し
た
満
足
度
の
高
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指

し
て
、下
記
の
期
間
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
「
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
を
は
じ
め
、
加
入

者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
皆
様
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

を
周
知
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●
回
答
方
法

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
注
目
コ
ン
テ

ン
ツ
〕
又
は
〔
き
ょ
う
さ
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
〕

か
ら
回
答
で
き
ま
す
（
図
参
照
）。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

加
入
者
向
広
報
「
共
済
だ
よ
り
レ
タ
ー
」

（
以
下
「
レ
タ
ー
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
令

和
３
年
春
号
か
ら
加
入
者
全
員
に
対
す
る
紙

媒
体
で
の
配
付
を
や
め
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る「
レ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
版
」

の
み
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
入
者
等
へ
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
を�

紙
媒
体
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　

平
成
28
年
度
及
び
令
和
元
年
度
に
実
施
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
「
レ
タ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

閲
覧
の
み
で
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
多
数
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
レ
タ
ー
」
の
発
行

形
態
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
紙
の
使
用
量
削
減
や
学
校
法
人
等

か
ら
の
配
付
負
担
軽
減
に
か
か
る
要
望
な
ど

も
踏
ま
え
、「
レ
タ
ー
」
の
刊
行
を
縮
小
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
に
比
重
を
移

行
し
ま
す
。

重
要
な
お
知
ら
せ
は�

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
加
入
者

等
の
資
格
や
給
付
等
に
関
す
る
新
た
な
法
律

改
正
事
項
を
速
や
か
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
等
が
給
付
等
を
受
け
る
権

利
・
義
務
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ
は
、

常
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

将
来
、「
給
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
な
ど
が
な
い
よ

う
、
私
学
共
済
制
度
を
一
層
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
加
入
者
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
レ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
版
」
の
周
知
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

３
年
度
か
ら
は
「
レ
タ
ー
」
の
発
行
時
に

学
校
法
人
等
宛
て
に
見
本
と
し
て
１
部
本
誌

と
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。届
き
ま
し
た
ら
、

加
入
者
の
皆
様
へ
「
レ
タ
ー
」
の
発
行
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
の
周
知

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

「
レ
タ
ー
」
は
、
３
年
度
以
降
も
、５
月
、

７
月
、
10
月
、
１
月
の
年
４
回
、
私
学
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
加
入
者
用
ペ
ー
ジ
〕

に
「
レ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
版
」
及
び
Ｐ
Ｄ
Ｆ

を
掲
載
し
ま
す
。

※�

加
入
者
用
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
際
の

ユ
ー
ザ
ー
名
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、『
私

学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
２
０
・
２
０
２
１

〔
保
健
・
宿
泊
編
〕』
61
頁
又
は
最
新
の
「
レ

タ
ー
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

任
意
継
続
加
入
者
に
は
、
学
校
法
人
等
か

ら
の
周
知
が
図
れ
な
い
た
め
、
従
来
ど
お

り
届
け
出
住
所
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
広
報
班

加
入
者
向
広
報「
共
済
だ
よ
り 

レ
タ
ー
」は
令
和
３
年
度
か
ら

刊
行
を
縮
小
し
ま
す

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
広
報
班

利用者アンケート実施
令和 2年 10月 13日〜 11月 30日まで（予定）

図　利用者アンケートの掲載場所

ここを
クリック！

注目コンテンツの
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共済定期保険（きょうさいていき）　～自助努力による保障づくりをサポート～

積立共済年金（つみきょう）　～ゆとりあるセカンドライフのために～

令和２年度 積立共済年金・共済定期保険 後期募集
福祉部　保健課募集期間 令和2年11月2日（月）～30日（月）私学事業団必着

●入院、手術、３大疾病、長期休業及び死亡を
保障（保険料掛け捨て）

●加入手続きが簡単で、手頃な保険料
●１年ごとに収支計算し、剰余金が生じた場合は、
　配当金として還付
【令和元年度配当率】
　家族年金コース・学校加入コース 47.90％　
　医療保障コース 47.92％　

▶両コースとも積立金増額のための一時払（①加入時、
②中途、③退職（脱退）時）の取り扱いができます。

●医療保障コース
病気やケガによる連続 5 日以上の入院に対応
●医療費支援コース

病気やケガによる日帰り入院に対応
●３大疾病保障コース

がん・急性心筋梗塞・脳卒中に加え、７大疾病
や上皮内新生物にも対応
●長期休業補償コース

病気やケガによる 60 日（免責期間）を超える
休業期間に対応

●満 65 歳までに 10 年以上掛金を積み立て
●退職（脱退）時、年金・一時金を選択
●個人年金保険料控除の対象

税制適格コース

●満 65 歳までに 2 年以上掛金を積み立て
●退職（脱退）後、年金・医療保険・終身保険及び

一時金から複数選択可能（終身は新規募集停止中）
●一般の生命保険料控除の対象

自由選択コース

学校加入コース

家族年金コース（基本コース）

家
族
年
金
コ
ー
ス
加
入
が
条
件

死亡又は
高度障害に対応

学校法人等が保険料を負担し、加入者への福利厚生として
死亡又は高度障害に対応

※より詳しく知りたい教職員を対象に学校を訪問して説明を行います。ご希望の場合は保健課貯金係までお申し出ください。

問い合わせ先
福祉部　保健課　貯金係　☎03（3813）5321（代表）
月～金曜日（年末年始及び祝日を除きます）9 時～17 時 15 分

募集パンフレットは、レター秋号と一緒に送付します。
加入者への配付をお願いします。

募集パンフレットは、10月中～下旬に学校法人等宛て
に送付します。加入者への配付をお願いします。

問い合わせ先
共済定期保険専用フリーダイヤル　　 0120（716）267
月～金曜日（年末年始及び祝日を除きます）9 時～17 時 15 分

●積立金を年金や一時金として受け取れます
●予定利率は約1.25％
　（令和２年10月1日現在（将来変動することがあります））

●掛金は月々2,000円（2口）から
●所得控除が受けられます

福利厚生制度におすすめ

　

私
学
事
業
団
で
は
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

学
校
法
人
等
並
び
に
加
入
者
等
、
被
扶
養
者

及
び
年
金
受
給
者
の
皆
様
に
対
し
て
、
本
事

業
団
へ
の
手
続
き
等
に
関
す
る
特
例
措
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
手
続
き
等

・
加
入
者
証
等
の
取
り
扱
い

・
災
害
見
舞
金
等
の
請
求

・
特
例
災
害
貸
付
の
請
求

　

詳
し
く
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
災

害
へ
の
対
応
（
共
済
業
務
）
▼
令
和
２
年
７

月
豪
雨
へ
の
対
応
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
等
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

共
済
定
期
保
険
で
は
、
制
度
の
見
直
し
を

行
い
、
令
和
３
年
度
か
ら
退
職
後
も
継
続
し

て
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

共
済
定
期
保
険
個
人
加
入
コ
ー
ス
に
加
入

中
の
人
が
退
職
（
又
は
任
意
継
続
加
入
者
の

資
格
を
喪
失
）
し
、条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

脱
退
の
申
し
出
の
な
い
限
り
自
動
継
続
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
10
月
中
〜
下
旬
に
学

校
法
人
等
宛
て
に
送
付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
へ
の
対
応

総
務
部
　
総
務
課

共
済
定
期
保
険
の

退
職
後
の
継
続
加
入福

祉
部
　
保
健
課
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　　　�　離婚した場合は、子どもの親権を持つ親に扶養の優先権があるとみなしますので、親権を持っていれば
加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。添付書類は次のとおりです。

添　付　書　類 内　　　容
③�子どもが夫の健康保険から被扶養
者取り消しとなった年月日の確認
できる証明書（国民健康保険の場
合は国民健康保険証の写し）

子どもの認定年月日を確定（確認）するための書類です。なお、国民健康保険から
の切り替えの場合は届け出があった日（消印により発信年月日が確認できる場合は
その日）からの認定となります。被扶養者認定後に加入者被扶養者証を市区町村に
持参して、国民健康保険を脱退する手続きをしてください。

　　　�　�離婚をしたため、夫が扶養している子どもを私（加入者）の扶養に切り替えたいのですが、必要
な添付書類は何ですか。

Q3

A

１　子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（注）も必要です。
２　離婚した相手の収入比較の書類は不要です。

（注）　�子どもの収入を確認する書類については、「令和２年版　事務の手引」120頁「被扶養者認定にかかる生計維
持関係の添付書類（一般例）」を参照してください。

※今後の号にも他の被扶養者認定申請事例を掲載する予定です。

ポイント

　子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（注）も必要です。

ポイント

11060　2020.04

下記のとおり申請します。

日本私立学校振興・共済事業団理事長　殿

　　 年 月 日

被扶養者認定申請書

下記の申請は事実と相違
ないものと認めます。

令和　 年 月 日

郵便番号　[　　　　　－　　　　　　]学 校 法 人 等
所 　 在 　 地

代表者証明印欄

学 校
法 人 等　名

事務連絡先電話番号
（必ず記入してください）

代 表 者 名

市外局番　　　　　局 番　　　　　　 番　　  号

（　　　　 ）

印

担当者
氏 名

五
の
条
一
第
（①
号
八
第
式
様

、

）
係
関
四
の
条
三
十
三
第

21160
加　入　者　番　号

学校番号学種県コード
23

個 人 番 号
11

1

名
氏
者
入
加 フリ

ガナ

字
漢

印
生 年 月 日 資 格 取 得 年 月 日 加入者の年間所得推計額

39 年年 月月 円日日３ 昭
４ 平

46

0 1

46

0 2

フリ
ガナ

年間所得
推 計 額

字
漢

住

所

偶

配

者

認定を受けようとする者の氏名（氏と名の間に△を入れてください） ※事業団記入欄
48

64 103 821521421601

世 帯 別
1 . 同一住所
2 . 別 住 所

郵 便 番 号 基 礎 年 金 番 号

マ イ ナ ン バ ー
町名・字名以下を
記入してください

48

フリガナ

漢　　字

フリガナ ※事業団記入欄

居住先漢 字

50169

都・道
府・県

３ 昭

４ 平

年年円日月年 月月 日日

生 年 月 日 ※ 認 定 年 月 日

ト・ドウ
フ・ケン

　シ
グン

ク・マチ・チョウ
　　　ムラ・ソン

続 柄 扶養手当 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日

日月年由理額月無有称名 ※コード
性別 職業

1. 男
2. 女

1. 有
2. 無

4. 平
5. 令

５
令

区市
村・町郡

発
内

及
遡

齢
高

除
解 1. 有

2. 無

1. 有
2. 無

1. 有
2. 無

113

269 272

114

129

46

0 1

46

0 1

フリ
ガナ

年間所得
推 計 額

字
漢

所
住

族
家
他
の
そ
等
母
父
・
子

認定を受けようとする者の氏名（氏と名の間に△を入れてください） ※事業団記入欄
48

64 821521421601

世 帯 別
1 . 同一住所
2 . 別 住 所

郵便番号（ ）
マ イ ナ ン バ ー

50169
３ 昭
４ 平
５ 令

年年円日月年 月月 日日

生 年 月 日 ※ 認 定 年 月 日続 柄 扶養手当 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日

日月年由理額月無有称名 ※コード
性別 職業

1. 男
2. 女

1. 有
2. 無

4. 平
5. 令

発
内

及
遡

齢
高

129

1. 有
2. 無

フリ
ガナ

年間所得
推 計 額

字
漢

所
住

認定を受けようとする者の氏名（氏と名の間に△を入れてください） ※事業団記入欄
48

64 821521421601

世 帯 別
1 . 同一住所
2 . 別 住 所

郵便番号（ ）
マ イ ナ ン バ ー

50169
３ 昭
４ 平
５ 令

年年円日月年 月月 日日

生 年 月 日 ※ 認 定 年 月 日続 柄 扶養手当 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日

日月年由理額月無有称名 ※コード
性別 職業

1. 男
2. 女

1. 有
2. 無

4. 平
5. 令

発
内

及
遡

齢
高

129

１．※欄は記入しないでください。
２．住所・マイナンバー欄は必ず記入してください。
３．任意継続加入者の方は、「学校法人等所在地」欄に住所を、「代表者名・証明印欄」にご本人の署名・捺印をしてください。

※発信年月日 令和 年 月 日
私学事業団受付印

被扶養者認定申請書

３ 昭
４ 平
５ 令

令和

５
令

５
令

図　被扶養者認定申請書（見本）

「加入者の年間所得推計額」欄

子どもの年齢 添付書類 内　　　容
子どもが20歳
未満の場合

①�子どもの戸籍謄本
又は抄本

続柄及び生年月日、親権者の氏名及び親権を得た日を確認します（住民票は不可）。

子どもが20歳
以上の場合

①�子どもの戸籍謄本
又は抄本

続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、
続柄が記載されている住民票でも可。ただし、マイナンバー
の記載のないもの）。

＊�子どもと加入者が
同じ戸籍の場合は、
加入者の戸籍謄本
のみで可。

②�加入者の戸籍謄本
又は抄本

子どもが20歳以上の場合は親権を決める必要がないので、
加入者の戸籍謄本又は抄本で離婚日を確認します。

（必ず月額部分も記入してください）
「扶養手当」欄
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　私学共済制度では、３親等内の家族で主として加入者の収入で生計を維持している人のうち、被扶養者として
の要件を備えてから30日以内に私学事業団に申請し、認定された人は、被扶養者として保険診療等の短期給付を
受けることができます。本誌では被扶養者認定の具体的な事例として、子どもの認定申請について説明します。
被扶養者の基本的な事項は、「令和２年版　事務の手引」101頁　第７章　被扶養者を参照してください。

被扶養者認定申請事例（子どもの認定）
業務部　資格課

　　　�　加入者と配偶者の年間収入を比較して加入者の方が多い、又は同程度（差額が１割以内の範囲）であれ
ば認定できます。添付書類は次のとおりです。

添　付　書　類 内　　　容

①子どもの戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記載されている住民
票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。

②�加入者と配偶者の前年の源泉
徴収票、所得証明書又は年収
見込証明書

加入者と配偶者の収入を比較する書類です。
＊�被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」欄（12頁図参照）に、学校法人等で加入者の年収
見込額を記入する場合は、加入者分の源泉徴収票等は不要です。

　　　�　加入者の収入が増加し配偶者の収入より多くなった場合、配偶者の健康保険の被扶養者になっていた子
どもは、加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。添付書類は次のとおりです。

添　付　書　類 内　　　容

①子どもの戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記載されている住民
票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。

②�加入者と配偶者の前年の源泉
徴収票、所得証明書又は年収
見込証明書

加入者と配偶者の収入を比較する書類です。扶養手当が支給される場合は不要です（Ｑ１
ポイント１参照）。
＊�被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」欄（12頁図参照）に、学校法人等で加入者の年収
見込額を記入する場合は、加入者分の源泉徴収票等は不要です。

　　　�子どもが生まれたので被扶養者として認定したいのですが、必要な添付書類は何ですか。

　　　�　�昇任して私（加入者）の収入が増えたので、夫の扶養になっている子どもを私の扶養に切り替え
たいのですが、必要な添付書類は何ですか。

Q１

Q2

A

A

１　�配偶者がすでに被扶養者として認定されている場合、又は加入者の勤務先か

ら扶養手当が支給される場合は、加入者と配偶者の収入比較が必要ないため、
②の書類は不要です。扶養手当が支給されている場合は、被扶養者認定申請
書の「扶養手当」欄（12頁図参照）を必ず記入してください。

２　�配偶者が前年の途中で就職や転職した場合など、源泉徴収票や所得証明書で

確認できる収入額が変動している場合は、認定日以降の収入を確認するため、年収見込証明書を提出して

ください。なお、育児休業等により休業し報酬が減額又は無給となっていても、休業前の報酬（減額する
前の報酬）で収入比較しますので、休業しなかったと仮定した状態の年収見込証明書が必要です。

３�　戸籍謄本等に代えて市区町村が発行する出生届受理証明書を添付するときも、必ず原本を提出してくださ

い。母子手帳の写しでは対応していません。

ポイント



※ DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

２日（金） 貸付  送金

６日（火） 貸付  ９月分定期償還期限

９日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（木） 貸付  11月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（火） 貯金  送金
22日（木） 貸付  送金

23日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（水）
掛金等  ９月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  10月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（金） 貸付  11月24日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール10

２日（月）
掛金等  ９月分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  10月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）

13日（金） 貸付  12月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール11

共済業務

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

●�積立共済年金加入者
　10月上旬に、生命保険料控除のための証明書（個人年
金用・一般生命保険用）を積立共済年金加入者の届け出
住所宛てに送付しました。
　なお、令和２年10月１日新規加入者は初回掛金振替後
の10月下旬以降順次送付します。
●共済定期保険加入者
　10月中旬に、生命保険料控除のための証明書を共済定
期保険加入者の届け出住所宛てに送付します。
� 【福祉部　保健課】
●住宅貸付借受者
　令和元年12月までに住宅貸付を借り受けた人の「住宅
借入金等特別控除」のための令和２年分「残高証明書」を、
10月中旬に学校法人等宛てに送付します。
※�令和２年中に住宅貸付を受けた人及び残高証明書交付

後、借入金年末残高等に異動が生じた人にかかる確定
申告用の「残高証明書」は、令和３年１月中旬に学校
法人等宛てに送付します。� 【福祉部　貸付課】

●任意継続加入者
　令和２年10月初旬までに任意継続掛金の納付が確認で
きた人には、「令和２年分任意継続掛金納付証明書」を
10月下旬に送付します。� 【業務部　掛金課】

　11月24日（火）送金分は10月30日（金）が申込締め切
り日となります。締め切り日（毎月15日及び月末）が土・
日曜日又は休日のときは繰り上がりますので注意してく
ださい。
� 【福祉部　貸付課】

　「団体信用生命保険　申込書兼告知書（だんしん告知
書） DL」の用紙が令和２年10月より変更になります。新
用紙は私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロー
ド〕からダウンロードできますのでご利用ください。な
お、旧用紙は３年３月15日受付分まで使用できます。

【福祉部　貸付課】

貸付けの申込締め切り日に
ご注意ください

住宅貸付「だんしん告知書」の用紙が
令和２年10月から変更になります

●�積立貯金の後期加入申し込みの締め切りは10月23日
（金）（私学事業団必着）です。加入・変更・中断の復
活を希望する場合は早めに申し込んでください。
●�「積立貯金決算明細書」は９月下旬から10月上旬に、

貯金者にかかる「積立貯金残高通知書」は10月中旬に、
学校法人等宛てに送付します。「積立貯金残高通知書」
は加入者に配付してください。� 【福祉部　保健課】

　加入者向広報「レター」秋号等を10月中旬に学校法人
等宛てに順次発送します。送付部数は、９月末現在の加
入者数です（後期高齢者医療制度の被保険者となった人
を含みます）。詳しくは送付状を確認してください。
　到着しましたら、加入者への配付をお願いします。不
足の場合は広報班までご連絡ください。
� 【広報相談センター　広報班】

加入者向広報「レター」秋号等を
発送します

年末調整用証明書の送付

積立貯金後期申し込み締め切り
及び残高通知書等の送付

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

令和 2年 1 0 月 1 日　第 2 7 4 号
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

委員就退任のお知らせ
◆共済審査会
　令和２年８月31日付
　退　任　　　川　並　孝　純
　　　　　　　宮　川　博　光
　　　　　　　高　橋　あゆち
　　　　　　　中　村　貞　雄
　　　　　　　飯　岡　利　通

　令和２年９月１日付
　新　任　　　梅　山　文　秀
　　　　　　　岩　崎　　　等
　　　　　　　嵯　峨　実　允
　　　　　　　田　中　　　均
　　　　　　　橋　本　幸　夫

　再　任　　　古　谷　一　弘
　　　　　　　三　柴　博　資
　　　　　　　山　根　徹　夫
　　　　　　　諸　星　裕　美

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的にご確認く
ださい。
　令和２年10月は、「令和２年度教員経費に係る調査票」、
「令和２年度学生経費に係る調査票」、「令和２年度認証
評価経費調査票」等について掲載する予定です。
　　　　　　【助成部　補助金課】
　　　　　　　　☎03（3230）7300〜7311・7313〜7314
　　　　　　　　Ｅメール　hojokin@shigaku.go.jp

　私学事業団では、助成業務において私立学校等の職員
を受け入れる研修制度を設けています。
　この研修制度は、私立学校教育の振興に関する実務経
験等を通じ、当該私立学校等の運営の充実に資するため
の広い見識と実務能力の育成を図ることを目的としてい
ます。
　令和３年度の研修生受け入れに関する募集要項は、10
月中旬にホームページ等でお知らせする予定です。

【総務部　人事課】　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 ☎03（3230）7883・7884
　　　　　　　　　　 Eメール　jinji@shigaku.go.jp

　「大学ポートレート」とは、多種多様な大学・短期大
学（以下「大学等」といいます）の個性や魅力につい
て、高校生をはじめ広く社会一般に発信する場として作
られた国公私共通のウェブサイトです。高等教育の現場
でキャリア教育や進路選択支援のツールとしての活用が
期待され、令和２年９月１日現在、全国の９割を超える
1,056校の国公私立大学等が「大学ポートレート」に参
加しています。

私立学校等からの研修生受け入れ

「大学ポートレート」をご活用ください

　私立大学等の情報を閲覧することができる「大学ポー
トレート（私学版）」では、入学者の受け入れ方針、学
生数、学費、所在地などの基本情報と、大学等の建学の
精神に基づいた多様な教育情報等を掲載し、この教育情
報を「キャリア教育」や「学費負担の軽減」など59種類
の「取組」に分類して掲載しています。
　また、特定の大学等を抽出するために、学校名や学校
所在地のほか、興味のあるキーワード、学問領域、取得
可能な資格等から検索できる機能があり、偏差値によら
ない生徒の好きな学びやなりたい職業を目指せる大学等
を見つけることができるようになっています。さらには、
「ニュース新着情報」や「イベント・公開講座」の項目
があり、オープンキャンパスなどのイベント情報も見る
ことができます。
　大学ポートレートの掲載内容は、参加する大学等が自
ら入力した信頼できる情報であり、検索機能等により全
国の国公私立大学等の情報が容易に入手できますので、
キャリア教育や進路選択支援のツールとして、「大学ポー
トレート」をご活用ください。
　大学ポートレート　https://portraits.niad.ac.jp/
　大学ポートレート（私学版）

https://up-j.shigaku.go.jp/又は下記QRコードを参照

� 【私学経営情報センター　私学情報室】
� ☎03（3230）7852～7854　　　　　
　　　� Ｅメール　portrait@shigaku.go.jp

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご確認ください
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災害復旧事業に対する融資制度について
私学事業団では、被災された学校法人等の円滑かつ迅速な復
旧のための支援策として、災害復旧事業に対する低利融資制
度を設けています。

校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器備品の購入な
ど、一般の融資金利は以下のとおりです。施設設備の整
備の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（令和２年9月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％

0.80 0.60 0.309 0.402

寄宿舎などの
建築・用地取得 0.90 0.70 0.409 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.309

（5.5年以内）

0.302
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、1貸付契約当たりの融資額が
10億円以上の場合にご利用いただけます。また、木造建築については、対
象となりません。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

◆融資条件（令和２年9月現在）

融資費目 対象となる事業
返済期間
（据置年数
含む）

融資金利

災害復旧費
（特別災害）

激甚災害に指定され、国か
ら補助金の交付を受ける災
害復旧事業（施設・設備等
の原形復旧）

25年
以内

年％

0.30

災害復旧費
（一般災害）

特別災害以外の災害復旧事
業（施設・設備等の原形復旧）

20年
以内 0.30

教育環境整備費
（災害復旧経営資金）

激甚災害（本激）により被
災し、被害の程度の著しい
学校法人の円滑かつ迅速な
復旧のため、緊急に必要な
資金

７年
以内 0.001

※�本事業団の借入金の償還金（利息、延滞金を含みます）を滞納している法人、紛争、
法令違反などの状態にある法人等は、原則として対象とはなりません。

融資部融資課　☎03（3230）7862～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

融資事業のご案内 詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

１泊２食
ラグジュアリーツイン	（２名1室／１名様）� 16,200円
スーペリアツイン	 （２名1室／１名様）� 14,000円
取扱期間：通年（土曜日、年末年始、指定日を除きます）
特典：夕食時の食前酒　等

東京たびストーリー
　プレミアムプラン
豊洲から仕入れた新鮮な魚の前菜や炭の香り豊かな肉料理など、
一品ごとに笑みが溢

あふ

れるディナーです。少量多品の洋風懐石をお
楽しみください。

洋風懐石　夕食（イメージ）

１泊２食（２名 1室／1名様）� 13,600円
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
※２名様より予約を承ります。
※お刺身を贅沢に味わうコースです。
※休日前、繁忙期は、１泊につき500円の割り増しとなります。

お刺身コース
自然豊かな秋の湯河原を散策して、自慢の自家源泉掛け流しの温
泉でゆっくり過ごしませんか。

源泉掛け流しの温泉

湯河原　 敷
し き

　島
し ま

　館
か ん

〒113-0034　東京都文京区湯島1-7-5　☎03（3813）6211（代表）
JR「御茶ノ水」駅・東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水」駅・東京メトロ千代田線
「新御茶ノ水」駅下車、それぞれ徒歩５分　https://www.hotelgp-tokyo.com/

〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745　☎0465（63）3755
JR「湯河原」駅から「奥湯河原」行き又は「不動滝」行きバスで15分「美術館前」下
車、すぐ前

宿泊施設のご案内

月報私学　10月号（VOL.274）令和2年10月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7809～7811（企画室）

（禁無断転載）　

加入者の予約は公式ホームページ
からの予約が断然お得です！




